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モデルを選択：IICRP publ. 56 
対象を選択：~こヨ体重： 170
1日の尿量：11.6 1L1日

核種：｜セシウム137V 

物理学的半減期：向0.17

初期摂取：lo
慢』I生摂耳:ii:

年

日目から11000 ｜日目まで

1 ｜日ごとに11 IBqずつ
時間軸：11000 ｜日後まで表示

縦軸：｜体内残留量［Bq] 〉｜を表示

総計

総摂取量： 1.00×103Bq

預託実効線量： 13μSv 

定常状態では
体内残留量： 142Bq 
体重あたり残留量：2.02Bq/kg 
l年あたり被ぱく量：4.7凶v／年
尿中濃度：0.500Bq圧J

体内Iく・40量：4.39×103Bq 

2016/10/11 
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り高い水準Tζo

Pカ拍車を掛k
役割を担うo地

心強い。日本虐
待を寄せた。

仁亘E
中山日
山本新農相¢

の武政盛博組合

宿地だ。農業も

ってくれている

山本新農相は

いった地域農業

長は「（山本農椛

業人材の育成を

若者の就農は大

ほしい」と話す
今後、批准の

がどうなるにせ

の競争力強化も

れるよう、バラ

と注文した。

丹
改
造
内
閣

T
均
印
・

8
歳

A
U
J
J
3
U
L
J
F
b

一ノ耳目三一一同，
A
Z俣
工

は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
壱
強
力

に
推
し
進
め
、
経
済
の
好
循

環
を
実
現
し
た
い
」
と
そ
れ

ぞ
れ
述
べ
た
。

古
屋
選
対
委
員
長
は
日
月

の
衆
院
補
選
に
万
全
の
態
勢

で
臨
む
と
し
、
次
期
衆
院
選

に
向
け
「
選
挙
に
強
い
政
治

家
を
し
っ
か
り
育
て
る
」
と

表
明
し
た
o

官
房
副
長
官
に

野
上
氏
を
起
用

安
倍
晋
三
首
相
は
3
日
の

内
閣
改
造
に
伴
い
、
政
務
担

当
の
参
院
の
官
房
副
長
官
に

野
上
浩
太
郎
元
国
土
占
交
通
副

大
臣
を
起
用
し
た
。
衆
院
の

萩
生
田
光
一
官
房
副
長
官
と

事
務
担
当
の
杉
田
和
一
博
量
一
一

土
一
副
長
官
、
横
畠
槍
介
内
閣
法

制
局
長
宮
は
留
任
。
首
相
補

佐
官
の
河
井
克
行
、
柴
出
昌

彦
、
衛
藤
田
出
一
、
和
泉
浮
入
、

長
谷
川
栄
一
各
民
も
全
員
続

投
す
る
。

世帯別（一時的な保護
く）では、 65歳以上の高
が前月より1056世帯増の

点で163万3401世帯となり、前月
園生活保護世帯が微増 ；から11初世帯増えたと発表したo ： 
厚生労働省は3日、全国で生活：一方で受給している人数は2595人

国
追
加
緩
和
見
送
り
複
数

日
銀
は
3
日
、
金
融
緩
塑
用
の
据
え
置
き

決
め
た
6
月
目
、
日
日
の
金
融
政
策
決
定
会

の
議
事
要
旨
を
公
表
じ
た
。
マ
イ
ナ
ス
金
訓

策
の
効
果
に
関
し
「
実
体
経
済
へ
の
波
及
の

合
い
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
見
方

複
数
の
委
員
が
一
訴
し
、
追
加
緩
和
を
見
送

た
。
委
員
か
ら
は
、
設
備
投
資
の
増
加
基
福

住
宅
投
資
の
持
ち
直
し
を
挙
げ
「
実
抹
経
済

に
徐
々
に
波
及
し
て
き
で
い
る
」
と
の
声
が

次
い
だ
。
別
の
委
員
は
銀
行
の
貸
し
出
し
の

加
率
が
高
ま
っ
て
い
な
い
た
め
「
効
果
は
明

に
は
見
ら
れ
な
い
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。

回
「
暴
挙
」
ミ
サ
イ
ル
抗
議

安
倍
晋
三
首
相
は
3
日
、
北
朝
鮮
が
弾
道

サ
イ
ル
を
発
射
し
た
ζ
と
に
つ
い
て
、
「
わ

国
の
排
他
前
経
済
水
域

m
E
E
Z）
に
落
下

た
と
み
ら
れ
、
許
し
難
い
暴
挙
だ
」
と
述
べ

北
朝
鮮
を
厳
し
く
非
難
し
た
。
「
米
国
、
韓

占
連
携
し
、
毅
然
（
き
ぜ
ん
）
と
し
て
対
応

る
」
と
も
強
調
し
た
。
政
府
は
北
朝
鮮
に

し
、
北
京
の
大
使
館
ル
l
ト
を
通
じ
て
抗
議

国
連
安
保
理
な
ど
で
北
朝
鮮
へ
の
圧
力
を
強

て
い
く
方
針
だ
。
首
相
は
、
＠
情
報
収
集
に

力
を
挙
げ
、
国
民
へ
的
確
に
情
報
提
供
す
る
一

航
空
機
、
船
舶
の
安
全
確
認
を
徹
底
す
る
③

測
の
事
態
に
備
え
万
全
の
態
勢
を
取
る

l
l

う
関
係
省
庁
に
指
示
し
た
。

聞
ぢ
ん
じ
ゅ
、
警
報
放
置

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
績
の
高
速
増
殖

「
も
ん
じ
ゅ
」
で
昨
年
日
月
、
使
用
書
み
燃

プ
i
ル
の
水
質
悪
化
の
害
報
が
出
て
い
た
一

に
、
今
年
4
月
ま
で
約
半
年
問
、
適
切
な
対
F

を
取
っ
て
い
な
か
っ
た
立
と
が
3
臼
、
分
か

た
。
浄
化
フ
ィ
ル
タ
ー
に
は
必
要
な
樹
脂
も
7

填
（
じ
ゅ
う
て
ん
）
し
て
い
な
か
っ
た
。
康
一
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震
災
の
避
難
者

全
国
此
万
蜘
人

復
興
庁
ま
と
め


